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今
年
も
六
十
八
回
目
の
原
爆

忌
、
終
戦
日
を
迎
え
ま
し
た
。

と
く
に
、
広
島
教
区
は
、
一
年

中
が
平
和
の
た
め
に
祈
り
考
え

行
動
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
元

旦
の
世
界
平
和
祈
願
ミ
サ
は
も

ち
ろ
ん
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
来
広
平
和
ア
ピ
ー
ル
記
念

主
日
ミ
サ
が
二
月
二
十
四
日

に
、
翌
二
十
五
日
は
当
日
ミ
サ

が
あ
り
ま
し
た
（
平
和
へ
と
責

任
を
と
る
二
月
か
な
）
。
五
月

三
日
は
、
信
教
の
自
由
と
人

権
、
そ
し
て
、
平
和
憲
法
を
守

る
意
向
を
込
め
た
乙
女
峠
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
（
乙
女
峠
祭

り
に
平
和
マ
リ
ア
像
）
。
そ
し

て
、
八
月
は
、
四
日
に
山
口

で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
ス
カ

ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
平
和
祈

願
ミ
サ
（
仕
え
合
っ
て
仕
合
わ

せ
に
な
ろ
う
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
）
、
五
日
と
六
日
は
、
広

島
平
和
行
事
が
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
（
九
条

は
世
界
の
掟
原
爆
忌
）
。
九
日

に
も
長
崎
原
爆
記
念
平
和
行
列

と
ミ
サ
（
武
器
に
代
え
被
爆
マ

リ
ア
の
原
爆
忌
）
、
十
五
日
は

終
戦
記
念
日
・
聖
母
マ
リ
ア
の

被
昇
天
平
和
祈
願
ミ
サ
を
さ
さ

げ
て
（
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
皆
十
字

切
る
終
戦
日
）
、
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
平
和
旬
間
を
終
え
ま
し

た
（
夏
が
来
る
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ

サ
キ
聖
マ
リ
ア
＝
二
〇
一
三　

万
葉
賞
＝
彦
島
・
長
江
夫
紀

子
）
。
九
月
は
八
日
に
、
島
根

県
・
三
刀
屋
で
恒
例
の
永
井
隆

博
士
追
悼
平
和
祈
念
ミ
サ
が
あ

り
ま
し
た
（
平
和
を
と
し
っ
ぽ

も
一
役
祈
る
秋
）
。
十
月
は
、

二
十
一
日
に
立
正
佼
成
会
と
の

合
同
平
和
祈
願
集
会
が
あ
り
、

二
十
三
日
に
は
世
界
連
邦
岡
山

県
宗
教
者
大
会
で
の
平
和
祈
祷

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

十
一
月
二
十
四
日
は
、
信
仰
年

と
教
区
創
立
九
十
周
年
閉
年
行

事
を
行
い
、
教
区
創
立
百
周
年

へ
向
け
て
の
新
た
な
出
発
点
と

し
、
「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ

う
」
の
再
発
見
を
呼
び
か
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

十
二
月
に
な
る
と
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
、
そ
れ
を
前
後
し
て
、
平

和
祈
願
が
教
区
各
地
で
執
り
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。

　

こ
れ
ら
の
、
平
和
行
事
で
共

通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
何
と

い
っ
て
も
、
「
戦
争
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
な
い
。
武
器
を

持
っ
て
は
い
け
な
い
。
赦
し
と

和
解
を
！
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た

ち
か
ら
教
え
ら
れ
ま
す
。
「
セ

ン
ソ
ウ
を
や
っ
て
は
だ
め
だ

ぜ
っ
た
い
に
」
（
二
〇
一
三

　

万
葉
賞
・
祇
園
・
大
川
貴

哉
）
。
『
「
ゴ
メ
ン
ネ
」
と

あ
や
ま
る
勇
気
平
和
道
』
。

（
二
〇
一
三　

万
葉
賞
・
光
の

園
摂
理
の
家
・
Ｙ
Ｆ
）
。

「信仰の光」
～信じる喜びを伝えよう～

場所：
　世界平和記念聖堂（幟町教会）
日時：
　2013年11月24日（日）
　　　　　　　　　　10：30～
内容：
　講演会「信仰の光」　
　　デ・ルカ・レンゾ神父
　　　（日本26聖人記念館館長）
　信仰年の取り組みの発表
　信仰年閉幕ミサ
　　　（王であるキリストの祭日）

信仰年閉幕行事
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て
私
達
一
同
、
気
持
ち
を
新
た

に
二
十
一
年
目
を
歩
み
出
そ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

創
立
時
の
会
長
で
あ
っ
た
桐

田
信
正
さ
ん
（
岡
山
教
会
）
が

二
月
に
帰
天
さ
れ
、
広
島
教
区

内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
聴
障

者
が
本
当
に
少
な
い
と
い
う
現

実
の
中
で
す
が
、
手
話
ミ
サ
や

通
訳
者
の
派
遣
等
の
活
動
は
続

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
主
和
の
輪
事
務
局安

藤
純
子
）

気
の
体
験
を
通
し
て
、

「
障
が
い
を
ど
の
よ
う

受
け
止
め
る
か
で
自
分

の
生
き
方
が
決
ま
り
、

（
障
が
い
者
の
）
力
強

く
生
き
る
姿
が
福
音
宣

教
に
な
る
」
と
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
の
岡
山
教
会
で

の
「
主
和
の
輪
」
第

二
十
一
回
総
会
の
ミ
サ

の
折
、
服
部
神
父
が

「
主
和
の
輪
」
の
継
続

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
状

況
を
お
話
し
に
な
り
ま

し
た
。
聴
障
者
も
会
員

も
共
に
高
齢
に
な
り
、

こ
の
会
の
運
営
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
総

会
で
の
話
し
合
い
で
、
聴
障
者

が
継
続
を
強
く
希
望
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
思
い

を
尊
重
し
た
い
と
存
続
の
道
を

検
討
し
た
結
果
、
来
年
度
以
降

は
健
聴
者
が
会
長
と
な
っ
て
続

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

司
教
様
は
講
演
の
最
後
に

「
依
頼
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
『
聴

覚
障
が
い
者
に
望
む
こ
と
』

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
が

望
む
こ
と
は
会
を
継
続
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
」
と
話
さ

れ
、
こ
の
お
言
葉
を
励
み
に
し

教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

「
信
仰
の
光
」

～
信
じ
る
喜
び
を
伝
え
よ
う
～

　

来
る
十
一
月
二
十
四
日

（
日
）
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の

祭
日
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は

信
仰
年
の
閉
幕
を
迎
え
ま
す
。

広
島
教
区
で
は
、
教
区
創
立

九
十
周
年
の
記
念
に
あ
わ
せ
て

こ
の
歩
み
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
信
仰
年
閉
幕
ミ
サ
を

教
区
行
事
と
し
て
、
閉
幕
と
い

う
消
極
的
な
こ
と
で
は
な
く
、

「
信
仰
の
光
」
～
信
じ
る
喜
び

を
伝
え
よ
う
～
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
（
幟

町
教
会
）
を
会
場
に
し
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

創
立
九
十
周
年
を
記
念
し

て
、
津
和
野
の
殉
教
者
の
列
聖

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ

の
津
和
野
の
殉
教
者
の
こ
と
を

も
う
少
し
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館

館
長
の
デ
・
ル
カ
・
レ
ン
ゾ
神

父
を
お
迎
え
し
て
講
演
会
を
計

画
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
信

仰
年
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

の
発
表
を
各
地
区
か
ら
報
告
し

て
い
た
だ
く
時
間
も
取
っ
て
い

ま
す
。

　

五
月
の
津
和
野
の
乙
女
峠
祭

で
創
立
九
十
周
年
の
開
始
を
祝

い
、
そ
こ
か
ら
マ
リ
ア
像
が
二

方
向
へ
分
か
れ
て
、
各
小
教
区

に
巡
礼
さ
れ
、
祈
り
の
集
い
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
信
仰
年

の
終
わ
り
の
こ
の
日
に
、
カ
テ

ド
ラ
ル
で
再
び
一
緒
に
な
り
、

巡
礼
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

午
後
二
時
半
か
ら
、
前
田
司

教
司
式
の
閉
幕
ミ
サ
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
こ
の
中
で
、
自
分
の

教
会
を
し
っ
か
り
見
つ
め
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
た
絵
画
・

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
も

行
い
ま
す
。
ま
た
召
命
促
進
委

員
会
か
ら
、
「
予
備
神
学
院
」

の
開
始
も
宣
言
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

前
に
教
区
報
で
お
知
ら
せ
し

て
い
た
、
前
日
（
二
十
三
日
）

の
シ
ス
タ
ー
渡
辺
の
講
演
会
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
せ
っ

か
く
の
機
会
に
、
前
夜
祭
と
し

て
集
ま
っ
て
語
ろ
う
と
い
う
グ

ル
ー
プ
も
出
て
き
そ
う
で
、
夜

に
は
一
緒
に
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を

準
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
祭
日

で
あ
り
、
各
小
教
区
で
の
ミ
サ

等
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
方
々
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
信
仰
の

光
を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
主
和
の
輪
」

二
十
周
年
に
感
謝

　

聴
覚
障
が
い
者
と
健
聴
者
の

集
い
で
あ
る
「
主
和
の
輪
」

は
、
今
年
九
月
に
創
立
二
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
二
十
年
の

長
い
間
、
こ
の
会
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

九
月
十
六
日
敬
老
の
日
、

二
十
周
年
記
念
と
し
て
「
前
田

司
教
講
演
会
」
を
広
島
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
聴
覚
障
が
い
者
三
名
他
、

三
十
数
名
の
参
加
者
で
し
た
。

司
教
様
は
カ
障
連
顧
問
司
教
と

し
て
、
ま
た
ご
自
分
の
ご
病
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ペ
テ
ン
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
ま
た
、
戦
後
、
こ
の
原
爆

の
技
術
は
、
『
原
子
炉
』
と
い

う
名
の
「
爆
抜
き
じ
り
じ
り
原

爆
」
と
し
て
世
界
中
に
拡
散
さ

れ
た
。
つ
ま
り
原
爆
と
原
発
は

表
裏
一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
体
制
が

発
信
す
る
情
報
を
読
み
解
く
た

め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
「
真

実
」
を
見
る
目
を
養
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

十
五
時
か
ら
は
、
「
核
と
改

憲
を
考
え
る
」
分
科
会
、
朴パ

ク

南ナ
ム
ジ
ュ珠
さ
ん
に
よ
る
「
被
爆
証

言
」
、
石
口
弁
護
士
に
よ
る

「
改
憲
に
つ
い
て
」
の
講
演
、

柳
沼
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
福

島
や
さ
い
畑
～
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
理
事
長
）
の
「
福
島
の

証
言
」
、
東
条
さ
ん
（
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
の
「
上
関

の
原
発
建
設
反
対
運
動
」
、
被

爆
を
テ
ー
マ
と
し
た
自
主
制
作

映
画
「
運
命
の
背
中
」
上
映
な

ど
が
、
各
会
場
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
映
画
「
運
命
の

背
中
」
で
は
、
会
場
と
な
っ
た

地
下
聖
堂
に
は
、
溢
れ
ん
ば
か

り
の
参
加
者
で
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
あ
る
出で

や
ま山

知と
も
き樹
監
督
が
、
取
材
を
通
し
て

出
会
っ
た
ヒ
ロ
シ
マ
を
映
画
で

表
現
し
た
作
品
。
音
楽
は
交
響

曲
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」

の
作
曲
者
、
佐さ

む
ら
ご
う
ち

村
河
内
守
ま
も
る

氏
。
す
ば
ら
し
い
音
楽
が
、
原

爆
を
生
き
抜
い
た
ご
夫
婦
の
物

語
に
余
韻
を
残
す
作
品
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
映
画
上
映
後
、

制
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
監
督

の
奥
様
で
も
あ
る
出
山
ひ
さ
子

さ
ん
（
祇
園
教
会
）
は
、
「
多

く
の
人
た
ち
が
善
意
で
関
わ

り
、
何
度
も
奇
跡
と
も
思
わ
せ

る
経
験
を
経
て
完
成
し
た
作
品

な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
み

て
も
ら
い
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た

い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
七
時
半
か
ら
は
、
平
和
記

念
公
園
供
養
塔
前
で
カ
ト
リ
ッ

ク
と
日
本
聖
公
会
の
信
者
約

五
百
人
に
よ
る
祈
り
の
集
い
を

行
い
、
引
き
続
き
豪
雨
に
近
い

大
雨
の
中
、
参
加
者
全
員
で
世

界
平
和
記
念
聖
堂
ま
で
約
1.5
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
平
和

行
進
し
ま
し
た
。

　

十
九
時
か
ら
の
平
和
祈
願
ミ

サ
は
、
前
田
司
教
の
主
司
式
、

タ
ー
ク
ソ
ン
枢
機
卿
、
チ
ェ

ノ
ッ
ト
ゥ
駐
日
教
皇
庁
大
使
、

司
教
団
、
司
祭
団
の
共
同
司
式

で
行
わ
れ
、
約
九
百
人
が
参
列

し
ま
し
た
。

　

当
日
の
様
子
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
新
聞
八
月
十
八
日
号
の
一
面

で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
六
十
八
年
目
の
夏
、

「
平
和
行
事
二
〇
一
三
『
真
実

を
見
抜
こ
う　

核
と
改
憲
』
」

が
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
で
、

八
月
五
日
（
月
）
・
六
日

（
火
）
と
九
日
（
金
）
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も

ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
駐

日
教
皇
庁
大
使
、
バ
チ
カ
ン
か

ら
は
、
教
皇
庁
正
義
と
平
和
評

議
会
議
長
ピ
ー
タ
ー
・
タ
ー
ク

ソ
ン
枢
機
卿
、
日
本
の
司
教

団
、
そ
し
て
全
国
各
地
か
ら
平

和
を
祈
る
多
く
の
巡
礼
者
を
迎

え
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
戦

前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
祈
り
、

行
動
す
る
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
求
め
ら
れ

て
い
る
か
、
改
め
て
問
わ
れ
る

行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
五
日
（
月
）
十
三
時
か

ら
大
聖
堂
で
行
わ
れ
た
基
調
講

演
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
詩
人

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
を
お

迎
え
し
、
「
ア
メ
リ
カ
の
『
原

爆
飴
』
と
『
無
知
』
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
お
話
し
頂
き
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
「
原
爆

は
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
た
め

に
必
要
だ
っ
た
」
「
原
爆
は

正
し
か
っ
た
」
と
の
定
説
が
あ

る
が
、
そ
の
定
説
を
、
原
爆
の

型
の
違
い
か
ら
否
定
。
広
島
の

原
爆
は
ウ
ラ
ン
型
で
、
わ
ず
か

三
日
後
の
長
崎
の
原
爆
は
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
型
と
い
う
型
の
違
い

は
、
膨
大
な
資
金
を
つ
ぎ
込
ん

で
開
発
し
た
原
子
爆
弾
を
落
と

す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
定

説
は
建
前
で
あ
り
、
大
き
な

真
実
を
見
抜
こ
う　

核
と
改
憲

平
和
行
事

左から、三末名誉司教、
チェノットゥ駐日教皇庁大使、タークソン枢機卿

平和祈願ミサの様子

アーサー・ビナードさん
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平
和
俳
句　

万
葉
賞　
二
〇
一
三

松明行列、浦上天主堂

　

昨
年
に
続
き
今
年
も
平
和
行
事
二
〇
一
三
の
企
画
と
し
て
、
広
島
教
区
内

で
平
和
の
俳
句
を
募
集
し
ま
し
た
。
優
秀
俳
句
は
以
下
の
通
り
で
す
。

《
大
人
の
部
》

① 

平
和
説
く
被
爆
司
祭
や
蝉
し
ぐ
れ 

（
観
音
町
）
沖
山
光
璋

② 

鳴
り
響
く
平
和
の
鐘
に
蝉
し
ぐ
れ 

（
松
江
）
佐
野
卓
司

③ 

学
童
の
平
和
学
習
緑
陰
に 

（
祇
園
）
松
本
弘
子

④ 

噴
水
を
語
り
部
の
声
突
き
抜
け
る 

（
祇
園
）
杉
本
友
利

⑤ 

朝
ま
だ
き
媼
お
う
なぬ
か
ず
く
原
爆
忌 

（
廿
日
市
）
河
原
典
子

⑥ 

小
さ
き
手
の
大
き
な
祈
り
原
爆
忌 

（
廿
日
市
）
熊
谷
純

⑦ 

汗
涙
平
和
の
列
に
寄
り
添
い
て 

（
宇
部
）
厚
母
至
眞
子

⑧ 

諍い
さ
かい
を
捨
て
て
見
上
げ
る
銀
河
か
な 

（
三
原
）
椎
野
正
進

⑨ 

兵
た
り
し
昔
語
ら
ず
薔ば

ら薇
咲
か
す 
（
廿
日
市
）
平
田
ユ
リ
コ

⑩ 

囀さ
え
ずり
の
平ピ
ー
ス
ピ
ー
ス

和
平
和
と
被
爆
川 
（
廿
日
市
）
平
田
ユ
リ
コ

⑪ 

夏
が
来
る
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
聖
マ
リ
ア 
（
彦
島
）
長
江
夫
紀
子

⑫ 

原
爆
忌
九
条
捨
て
て
な
る
も
の
か 

（
岡
山
）
津
田
茂
樹

《
子
ど
も
の
部
》

① 

「
ゴ
メ
ン
ネ
」
と
あ
や
ま
る
勇
気
平
和
道 

 

（
光
の
園
摂
理
の
家
）
小
六　

女
子　

Ｙ
Ｆ

② 

命
と
は
一
人
に
一
つ
ま
も
ら
な
き
ゃ 

（
防
府
）
岩
本
み
ゆ
き

③ 

セ
ン
ソ
ウ
を
や
っ
て
は
だ
め
だ
ぜ
っ
た
い
に 

（
祇
園
）
大
川
貴
哉

④ 

汗
が
で
る
八
月
六
日
涙
で
る 

（
光
の
園
摂
理
の
家
）
小
六　

女
子　

Ｙ
Ｉ

⑤ 

せ
み
だ
っ
て
戦
争
な
ん
か
き
ら
い
だ
よ 

 

（
光
の
園
摂
理
の
家
）
小
六　

女
子　

Ｅ
Ｋ

⑥ 

言
葉
だ
け
平
和
の
誓
い
意
味
が
な
い 

 

（
光
の
園
摂
理
の
家
）
小
六　

女
子　

Ｙ
Ｉ

⑦ 

千
羽
づ
る
折
っ
て
平
和
を
願
お
う
よ 

（
祇
園
）
小
田
敦
也

⑧ 

せ
か
い
じ
ゅ
う
の
人
と
な
か
よ
く
な
り
た
い
な 

（
防
府
）
石
川
花
恵

⑨ 

入
道
雲
平
和
の
雨
を
降
ら
そ
う
よ 

 

（
光
の
園
摂
理
の
家
）
小
六　

男
子　

Ｔ
Ａ

《
中
高
生
の
部
》

① 

七
夕
に
わ
た
し
は
書
く
よ
平
和
と
ね 

（
萩
光
塩
学
院
）
齊
藤
彩
華

② 

ク
リ
ス
マ
ス
世
界
の
平
和
祈
ろ
う
よ 

（
萩
光
塩
学
院
）
篠
原
七
海

③ 

ゆ
り
の
花
平
和
の
た
め
に
さ
さ
げ
ま
す 

（
萩
光
塩
学
院
）
古
澤
慶
一

④ 

若
葉
出
る
こ
と
の
幸
せ
顔
洗
う 

（
萩
光
塩
学
院
）
中
村
椿
花

⑤ 

真
夏
日
が
よ
み
が
え
さ
せ
る
あ
の
瞬と

き間
を 

 

（
萩
光
塩
学
院
）
五
嶋
津
樹

選
者
句

安
ら
か
に
繰
返
さ
ぬ
と
原
爆
忌

九
条
は
平
和
の
掟
終
戦
日

選
者
講
評
：
前
田
万
葉
司
教

　

大
人
の
部
①
②
③
④
句
…
あ
の
被
爆
司
祭
の
貴

重
な
証
言
が
聞
け
な
く
な
っ
た
が
、
平
和
の
鐘
と

学
習
と
語
り
部
は
時
空
を
突
き
抜
け
て
い
つ
ま
で

も
ど
こ
ま
で
も
。
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
句
…
「
過
ち
は
繰

り
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」
と
小
さ
く
て
も
寄
り
添
っ

て
よ
り
大
き
く
広
く
平
和
の
バ
ラ
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
、
し
か
し
い
つ
か
は
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑩
句
…
広
島
の
鳥
も
人
間
も
そ
し
て
川
ま
で
も

「Peace! Peace!

」
と
全
世
界
に
発
信
だ
。
⑪
句

…
中
七
が
字
余
り
だ
け
ど
平
和
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

大
な
り
。
⑫
句
…
こ
れ
ぞ
結
論
で
す
。
「
無
季
」

可
の
た
め
？
優
秀
作
豊
富
だ
っ
た
子
ど
も
の
部
①

②
句
…
近
来
近
隣
の
悲
報
で
特
に
あ
の
十
六
歳
た

ち
へ
子
供
た
ち
か
ら
の
叫
び
の
よ
う
。
③
④
⑤
⑥

句
…
「
ケ
ン
カ
も
セ
ン
ソ
ウ
も
ぜ
っ
た
い
だ
め

だ
」
と
言
葉
だ
け
で
な
く
汗
と
涙
で
叫
び
ま
し
ょ

う
。
⑦
⑧
⑨
句
…
神じ
ん
つ
う
り
き

通
力
み
た
い
な
千
羽
づ
る
さ

ん
、
入
道
雲
さ
ん
、
世
界
中
の
人
と
な
か
よ
く
な

り
た
い
の
で
す
。
中
高
生
の
部
①
②
③
句
…
機
会

あ
る
ご
と
に
平
和
の
た
め
に
祈
り
働
き
ま
し
ょ

う
。
④
句
…
平
和
な
思
春
期
で
す
。
⑤
句
…
も
う

否い
や

だ
伝
え
聞
く
あ
の
夏
の
瞬と

き間
。

＊
応
募
総
数

　

大
人
の
部　

二
百
十
四
句
（
八
十
三
名
）

　

子
ど
も
の
部　

七
十
九
句
（
三
十
二
名
）

　

中
高
生
の
部　

四
十
一
句
（
二
十
三
名
）　

長
崎
巡
礼
へ
参
加
し
ま
し
た

８
月
９
日
～
10
日

内
藤
悦
子
（
福
山
教
会
）

　

「
前
田
司
教
様
と
行
く
長
崎

巡
礼
」
の
チ
ラ
シ
が
目
に
付

き
、
行
程
表
に
出
身
の
今
村
教

会
（
ミ
サ
）
が
あ
っ
た
の
で
即

申
し
込
み
ま
し
た
。

　

今
村
教
会
は
鉄
川
与
助
さ
ん

の
設
計
に
よ
る
レ
ン
ガ
造
り
の

二
つ
の
塔
が
あ
り
、
幼
い
頃
か

ら
教
会
を
見
な
が
ら
育
ち
、
昔

は
村
全
体
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

で
し
た
。
数
年
前
ま
で
床
の

ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
信
者
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。
今
で
も
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
の
光
が
反
射
す
る
ぐ

ら
い
光
っ
て
い
ま
す
。

　

大た
ち
あ
ら
い

刀
洗
平
和
記
念
館
は
旧
飛

行
場
跡
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
、
東
洋
一
の
飛
行

場
で
ゼ
ロ
戦
の
飛
行
隊
が
飛

び
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、

二
度
と
戦
争
は
行
わ
な
い
よ
う

に
！
の
願
い
を
こ
め
て
平
和
学

習
の
た
め
に
数
年
前
に
建
て
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
早

め
の
夕
食
を
と
り
、
六
時
か
ら

平
和
公
園
で
平
和
の
祈
り
の

後
、
被
爆
マ
リ
ア
を
担
い
で
松

明
行
列
で
浦
上
教
会
へ
行
き
ま

し
た
。
平
和
祈
願
ミ
サ
が
行
わ

れ
九
時
過
ぎ
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　

翌
朝
六
時
の
ミ
サ
で
広
島
巡

礼
団
の
紹
介
が
あ
り
、
前
田
司

教
様
は
、
「
長
崎
と
広
島
は
同

じ
被
爆
地
で
あ
る
と
同
時
に
長

崎
か
ら
の
流
配
で
津
和
野
、

萩
、
広
島
、
福
山
、
松
江
、
鳥

取
で
殉
教
さ
れ
ま
し
た
。
長

崎
と
広
島
は
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
」
と
説
教
さ
れ
ま
し
た
。

　

帰
路
は
、
福
岡
県
の
星
野
村

で
今
も
燃
え
続
け
て
い
る
「
原

爆
の
火
」
の
前
で
平
和
を
祈
願

し
、
秋
月
へ
行
き
ま
し
た
。
黒

田
官
兵
衛
が
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

と
し
て
活
躍
し
た
時
代
は
信
徒

数
が
二
千
人
位
い
た
そ
う
で

す
。

　

本
籍
地
が
長
崎
で
墓
も
あ
り

大
好
き
な
長
崎
と
い
う
気
持
ち

で
参
加
し
ま
し
た
が
、
本
当
に

平
和
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
さ

せ
ら
れ
た
巡
礼
で
し
た
。
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迎
え
た
私
た
ち
の
信
仰
の
あ
か

し
と
し
て
、
司
教
座
聖
堂
を
保

存
し
て
行
く
責
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

二
、
教
区
の
平
和
の
シ
ン
ボ
ル

　

広
島
教
区
で
は
一
九
九
五
年

の
被
爆
五
十
周
年
を
契
機
に
、

今
後
の
教
区
固
有
の
召
命
を

「
平
和
の
た
め
に
働
く
こ
と
」

に
定
め
、
福
音
宣
教
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ

う
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
和
の
巡
礼
者
で
あ
る
聖

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
「
戦

争
は
死
で
す
。
こ
の
広
島
の

町
、
こ
の+

平
和
記
念
堂
ほ
ど

強
烈
に
、
こ
の
真
理
を
世
界
に

訴
え
て
い
る
場
所
は
他
に
あ
り

ま
せ
ん
。
」
と
い
う
広
島
へ
の

思
い
を
体
現
す
る
教
区
だ
か
ら

で
す
。
元
来
、
記
念
聖
堂
の
鐘

塔
に
刻
ま
れ
た
献
堂
記
に
「
こ

の
聖
堂
に
よ
り
、
常
に
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
虚

偽
で
は
な
く
真
実
、
権
力
で
は

な
く
正
義
、
憎
悪
で
は
な
く

慈
悲
、
す
な
わ
ち
人
類
に
平

和
を
も
た
ら
す
神
へ
の
道
で

す
。
・
・
・
」
と
あ
る
と
お

り
、
献
堂
の
使
徒
で
あ
る
被
爆

者
・
愛
宮
ラ
サ
ー
ル
神
父
の
平

和
の
理
念
を
具
体
的
な
形
で
現

す
広
島
教
区
の
平
和
の
聖
地
と

な
る
べ
き
聖
堂
で
す
。
八
月
の

平
和
旬
間
の
時
だ
け
で
な
く
、

祭
壇
に
あ
る
再
臨
の
キ
リ
ス
ト

像
の
前
で
祈
り
の
時
を
過
ご

し
、
キ
リ
ス
ト
の
平
和
に
倣
っ

て
、
私
た
ち
が
平
和
の
使
徒
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

三
、
保
存
献
金
の
お
願
い

　

世
界
平
和
記
念
聖
堂
保
存
活

用
委
員
会
で
は
、
耐
震
・
保
存

修
復
工
事
へ
の
募
金
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
口
座
ま

た
は
教
区
事
務
局
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
趣
旨
に
ご
賛
同
頂

き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

重
要
文
化
財

世
界
平
和
記
念
聖
堂
耐
震
調
査
着
手

一
、
は
じ
め
に

　

世
界
平
和
記
念
聖
堂
の
耐
震

診
断
事
業
の
現
地
調
査
が
九
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
聖
堂
の

「
耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
案
」

と
「
保
存
・
補
修
計
画
案
」
を

検
討
す
る
た
め
、
建
築
部
材
や

構
造
、
地
盤
の
現
況
を
調
査
し

ま
す
。
聖
堂
の
意
匠
や
た
た
ず

ま
い
を
残
し
つ
つ
耐
震
補
強

す
る
難
し
い
課
題
へ
の
挑
戦

で
す
。
文
化
財
建
造
物
の
保
存

に
詳
し
い
四
名
の
有
識
者
か
ら

な
る
委
員
会
を
組
織
し
、
文
化

庁
や
広
島
県
、
広
島
市
と
協
議

し
な
が
ら
、
検
討
し
て
行
き

ま
す
。
具
体
的
な
工
事
は
、

二
〇
一
五
年
度
以
降
に
な
る
予

定
で
す
。
記
念
聖
堂
は
、
来
年

八
月
に
献
堂
六
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
間
に
三
回
の
大
規

模
な
保
存
工
事
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
努
力
も
あ
っ
て
、

二
〇
〇
六
年
七
月
に
国
の
重
要

文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
の
文
化
遺
産
と
し
て
、
ま

た
、
司
教
区
創
立
九
十
周
年
を

世界平和記念聖堂募金振込先
口座名：カトリック広島司教区

口座番号：０１３２０―３―１０９７９１

通信欄に「聖堂保存献金」と記入してください。

世界平和記念聖堂

聖堂内部の天井と壁の劣化調査

モザイクの調査

←正門の耐震調査
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広
島
教
区
に
前
田
司
教
様
を

お
迎
え
し
て
満
二
年
に
な
る
秋

分
の
日
（
九
月
二
十
三
日
）
福

山
教
会
で
、
司
教
叙
階
記
念
お

よ
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
銀
祝

の
感
謝
ミ
サ
と
お
祝
い
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
司
教
様
か
ら
喜

び
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

感
謝
ミ
サ
で
の
説
教
は
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
を
迎
え
ら
れ
た

ヴ
ァ
ン
・
デ
・
ワ
ー
レ
神
父
が

力
強
い
ま
た
心
に
響
く
お
話

を
。
そ
し
て
、
福
音
朗
読
は
銀

祝
を
迎
え
ら
れ
た
野
中
泉
神

父
、
朗
読
は
京
嶋
千
早
シ
ス

タ
ー
。
ま
た
、
お
祝
を
迎
え
ら

れ
た
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を

一
言
づ
つ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ス
タ
ー
春
日
か
ら
は
、
個
人

の
た
め
の
お
祝
い
で
は
な
く
教

会
の
出
来
事
で
あ
り
教
会
の
感

謝
の
集
い
だ
と
実
感
し
ま
し
た

と
。
感
動
と
心
温
ま
る
感
謝
ミ

サ
で
し
た
。

　

ミ
サ
と
お
祝
い
会
に
は
約

四
百
五
十
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
、
お
祝
い
会
で
は
、
聖
歌
隊

の
素
晴
ら
し
い
歌
声
、
神
父
様

方
々
の
ギ
タ
ー
と
歌
と
踊
り
な

ど
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
た
楽

し
い
時
間
で
し
た
。　

　

信
仰
年
に
福
山
教
会
で
感
謝

の
ミ
サ
と
祝
賀
会
を
準
備
で
き

ま
し
た
こ
と
、
感
謝
い
た
し
ま

す
。（

福
山
教
会　

藤
本
洋
子
）

広
島
・
山
口
金
魚
島
げ
ん
き
っ
子
ク
ラ
ブ
実
行
委
員
会

玉
野　

正
代

前
田
司
教
叙
階
二
周
年
お
祝
い
、
司
祭
・
修
道
者
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
金
銀
祝
（
福
山
教
会
に
て
）

福
島
の
子
ど
も
二
十
五
名
、

第
二
回
夏
休
み
保
養
キ
ャ
ン
プ

　

二
年
半
を
過
ぎ
て
も
収
束
し

な
い
放
射
線
漏
れ
。
多
く
の
福

島
県
民
が
避
難
生
活
・
不
自
由

な
日
常
生
活
を
強
い
ら
れ
、
出

荷
制
限
や
風
評
被
害
を
蒙
っ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
幼
い
子
ど

も
を
持
つ
親
の
悩
み
は
い
か
ば

か
り
で
し
ょ
う
。

　

昨
夏
に
続
い
て
、
八
月
十
七

日
～
二
十
三
日
、
保
養
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
濃
度

放
射
線
地
域
や
避
難
地
か
ら

四
年
生
～
六
年
生
ま
で
の
男

児
十
九
名
・
女
児
六
名
の
計

二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
半
三
日
間
は
広
島
で
学
び
、

後
半
三
日
間
は
山
口
県
周
防
大

島
（
金
魚
島
）
の
海
で
遊
び
ま

し
た
。
保
養
キ
ャ
ン
プ
の
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
生
き
る
力
・

愛
」
。

　

十
七
日
遠
路
到
着
の
夕
食
は

「
音
楽
の
夕
べ
交
歓
会
」
、

十
八
日
は
世
界
平
和
記
念
聖
堂

を
ス
テ
ー
ジ
に
、
十
九
日
は
広

島
平
和
記
念
公
園
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
て
「
い
の
ち
と
平
和
」

に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

移
動
日
の
二
十
日
は
宮
島
を
楽

し
み
、
二
十
一
日
は
碧
い
海
で

カ
ヌ
ー
体
験
、
二
十
二
日
は

船
釣
り
と
海
水
浴
に
興
じ
ま
し

た
。
二
十
三
日
、
岩
国
錦
帯
橋

空
港
を
飛
び
立
ち
、
子
ど
も
た

ち
は
多
く
の
体
験
と
友
情
、

人
々
の
慈
し
み
を
み
や
げ
に
、

た
く
ま
し
く
日
焼
け
し
て
故
郷

へ
戻
り
ま
し
た
。

　

３･

11
後
の
復
興
支
援
を
契

機
に
小
さ
な
絆
で
結
ば
れ
た
福

島
・
滋
賀
・
広
島
・
山
口
。
受

入
れ
準
備
の
中
心
を
担
っ
た
の

東
日
本
大
震
災
支
援

は
、
Ｎ
ｐ
Ｏ
法
人
夢
の
郷
テ
レ

サ
の
家
で
す
。
Ｎ
ｐ
Ｏ
は
「
現

代
社
会
の
中
で
生
き
づ
ら
さ
、

暮
ら
し
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る

人
々
に
、
そ
の
人
ら
し
い
社
会

生
活
を
見
出
す
よ
う
支
援
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
、

引
き
こ
も
り
者
の
社
会
復
帰
支

援
、
安
心
安
全
食
品
の
宅
配
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
福
島

学
童
支
援
も
目
的
に
合
致
す
る

と
考
え
ま
し
た
。

　

支
援
者
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
さ
ん
も
多
く
、
そ
の
繋
が
り

で
カ
ン
パ
・
労
役
と
も
に
各
教

会
・
修
道
会
・
全
国
の
信
者
さ

ん
か
ら
数
多
く
の
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
エ
リ
ザ
ベ

ト
音
大
や
広
島
学
院
、
広
島
経

済
大
の
青
年
た
ち
の
協
力
に

よ
っ
て
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
沸
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と

カヌー体験

平和記念公園

福山教会でのミサの様子
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広島司教区災害サポートセンター収支報告
（2011 年 4 月 1 日～ 2013 年 9 月 30 日現在）

収　入 献　金 15,006,627
支出合計 3,381,588
事務運営費 30,170
　振込手数料 27,880
　事務費 2,290

支　出 旅費交通費 790,568
支援費（派遣者の経費を含む） 2,560,850
　経費 1,075,000
　送料 37,900
　物資購入 447,950
　「地ノ森いこいの家」支援 1,000,000

繰　越 11,625,039

カンパは年中受け付けています。

カンパ振込先

加入者名：

　広島・山口金魚島げんきっ子クラブ実行委員会

振込の場合：

　ゆうちょ銀行　記号14630 番号6791481

郵便振替の場合：口座番号 00930－9－217464

ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ザ
リ
オ
の
福
音

ベ
リ
ス
・
メ
ル
セ
ス
宣
教
修
道
女
会

　
　

Sr.
ジ
ョ
イ　

ガ
ル
シ
ア

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

　

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
昔
か
ら
大
変
親
し
ま
れ
て
き
た

お
祈
り
の
習
慣
で
す
。
深
く
献
身
的

に
祈
っ
て
聖
母
マ
リ
ア
様
を
敬
愛
し

て
き
ま
し
た
。
農
村
に
よ
っ
て
は
、

今
な
お
独
り
で
祈
る
だ
け
で
な
く
近

隣
や
地
域
の
家
族
が
集
ま
っ
て
共
に

祈
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ

を
ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ザ
リ
オ
と
名
づ
け

て
い
ま
す
。
聖
母
ご
像
が
一
、二
週

間
の
間
、
各
々
の
家
庭
で
順
に
廻
さ

れ
置
か
れ
る
、
マ
リ
ア
様
を
歓
迎
す

る
方
法
で
す
。

　

私
は
一
年
以
上
前
に
萩
で
ブ
ロ
ッ

ク
・
ロ
ザ
リ
オ
を
始
め
ま
し
た
。
多

く
の
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
の
皆
さ
ん
は
カ

ト
リ
ッ
ク
と
し
て
こ
れ
を
信
仰
生
活

で
大
変
大
切
な
祈
り
だ
と
知
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
、
積
極
的
に
応
じ
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。
私
達
が
祈
っ
て
賛

美
し
た
聖
母
様
が
、
家
族
や
地
域
共

同
体
を
神
様
と
も
っ
と
深
い
関
係
に

導
い
て
く
だ
さ
る
は
ず
で
す
。
共
に

祈
れ
ば
家
族
を
結
び
つ
け
る
だ
け
で

な
く
近
隣
や
地
域
の
絆
を
強
め
る
こ

と
に
も
な
る
は
ず
で
す
。

　

各
々
の
家
庭
が
聖
母
ご
像
を
順
に

持
ち
廻
り
、
聖
母
様
を
迎
え

て
共
に
祈
り
と
御
こ
と
ば
の

分
か
ち
合
い
を
す
る
に
つ
れ

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
が
日
本

に
来
て
か
ら
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
こ
の
大
切
な
祈
り
に

励
ま
さ
れ
再
び
信
仰
養
成
さ
れ
て

い
っ
て
い
る
様
子
は
、
私
が
ま
さ

に
望
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
萩
の
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
の
生
活

や
人
間
関
係
で
、
徐
々
に
こ
の
喜

ば
し
い
傾
向
を
見
届
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
長
く
祈
っ
て
こ
な
か
っ

た
、
祈
り
方
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
き
涙
す
る
人
が

い
ま
し
た
。
し
か
し
も
っ
と
も
気

づ
い
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
か
れ
ら

が
再
び
熱
心
な
祈
り
に
招
か
れ
て

神
様
の
御
ま
え
に
ど
う
立
ち
返
っ

て
い
く
か
に
つ
い
て
で
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）Sr. ジョイ、2 段目左から 2 番目

広島司教区		堅信を受けられた方
（2013 年 7月～ 9月まで）

◆岡山教会（7 月 14 日）
マリア 佐野 惠津子 / ヨゼフ 武田 義春
アンナ・エリザベト 江草 あんな 
アシジのフランシスコ 小川 武瑠
ハンガーのエリザベト 小川 静流
ヴィクトリア オカフォー・オリンピア・恵理香・ウゴンナ
テレジア 加藤 りく穂 / ミカエル 小延 敦史
ルカ 中西 海 / クリスティーナ 平松 英
フランシスコ・ザビエル 福田 智久
マリア 藤原 チェリーアイェカ / マリア・テレジア 桝谷 奈央

◆宇部教会（7 月 28 日）
ヨゼフ 今井 恭一郎 / エリザベト 今井 道子 
ドミニコ 村岡 岳政 / マシュー 筒井 寛之
マリア・ベネディクタ 村上 敦美
ヨセフ 村上 義髙 / フランシス 安藤 和子
フランシスカ 丸石 和子 / ヤコブ 丸石 勲 / マリア 飛弾 悦子

◆三篠教会（9 月 15 日）
マリア・セシリア 河原 京子 / マリア・モニカ 冨重 理香
ミカエル 山崎 翔悟 / ジャンヌ・ダルク 木村 和可奈
フランシスカ 岡田 千佳 / マリア・ゴレッティ 木村 明香里
クリスチーナ 井上 茉子

◆萩教会（9 月 22 日）
クララ 山下 あすか　/ マリア 軒名 優希

◆水島教会（9 月 29 日）
チート 山本 俊 / セシリア 山本 美紀
マキシミリアノ・マリア・コルベ 竹内 和哉

おめでとうございます！

が
で
き
ま
し
た
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
各

地
の
Ｎ
ｐ
Ｏ
・
お
寺
・
神

社
・
役
場
・
地
域
ま
た
見
知

ら
ぬ
方
々
か
ら
多
額
の
カ
ン

パ
や
献
身
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
頂
き
ま
し
た
。
心
か
ら

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
を
申
し
上
げ
ま
す
。
来

夏
も
実
施
し
ま
す
。
今
後
と

も
福
島
の
子
ど
も
た
ち
に

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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地
区
便
り

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク

山
口
・
島
根
地
区

30

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

バ
ス
で
行
く
教
会
行
事

　

本
年
も
、
九
月
八
日
に
雲
南

市
に
あ
る
永
井
隆
記
念
館
で
前

田
司
教
様
の
司
式
に
よ
り
「
永

井
隆
博
士
追
悼
・
平
和
祈
念
ミ

サ
」が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

ミ
サ
に
は
市
や
如
己
の
会
の
関

係
者
の
ほ
か
、
伯
雲
三
教
会
や

岡
山
教
会
、
広
島
市
内
か
ら
の

信
徒
約
百
五
十
名
が
参
加
し
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
様
が
呼
び

か
け
ら
れ
た
「
シ
リ
ア
、
中
東

及
び
全
世
界
の
平
和
を
願
う
ミ

サ
」
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、
永
井

博
士
が
希
求
し
た
「
平
和
を
」

を
改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ
た
ミ

サ
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
九
月
十
五
日
に
は
上

智
大
学
神
学
部
教
授
具ク

ー

正チ
ョ
ン
モ謨

神
父
様
を
出
雲
教
会
に
招
き

「
ミ
サ
に
つ
い
て
」
の
勉
強
会

を
開
催
し
た
。
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
の
主
日
の
ミ
サ
後
か
ら
午

後
三
時
ま
で
、
約
五
十
名
の
信

徒
が
熱
心
に
勉
強
し
た
。

　

さ
ら
に
、
二
十
三
日
に
は
福

山
教
会
で
行
わ
れ
た
「
司
教
叙

階
二
周
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

金
・
銀
祝
記
念
ミ
サ
」
に
参
加

し
、
バ
ス
で
行
く
教
会
行
事
を

無
事
終
え
た
。

　

公
共
交
通
機
関
が
不
便
で
高

齢
信
者
が
増
加
す
る
伯
雲
地
域

で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
や
陰
陽
交

流
に
こ
う
し
た
借
上
げ
バ
ス
な

ど
が
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
改

め
て
認
識
し
た
。

（
松
江
教
会　

佐
野
卓
司
）

世
界
に
つ
な
が
る

　

六
月
に
中
国
地
方
の
大
学
生
が

協
力
し
て
広
島
で
ア
フ
リ
カ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
。

私
自
身
、
ケ
ニ
ア
の
ス
ラ
ム
の
学

校
支
援
に
関
わ
る
身
と
し
て
、
ま

た
下
関
市
立
大
学
の
学
生
が
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
の

で
、
可
能
な
限
り
お
手
伝
い
を
し

た
。

　

元
々
は
日
本
の
外
務
省
主
催
の

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
横
浜
）
を

盛
り
上
げ
る
べ
く
、
全
国
の
学
生

に
呼
び
か
け
、
若
者
か
ら
の
提
言

な
ど
も
含
め
た
種
々
の
活
動
を
外

務
省
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
先
導
し
た
。

学
生
た
ち
は
自
ら
次
々
に
企
画
を

打
ち
出
し
、
全
国
各
地
で
の
協
賛

企
画
を
立
ち
上
げ
た
。
広
島
で
の

ア
フ
リ
カ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

そ
の
一
環
で
あ
る
が
、
残
念
な
が

ら
外
務
省
は
地
方
に
は
予
算
は
出

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も

様
々
な
努
力
と
工
夫
を
凝
ら
し

て
、
内
容
豊
か
な
企
画
を
作
り
上

げ
た
と
も
の
だ
と
、
感
心
し
て
い

る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
バ
ッ
タ
ン
バ

ン
友
の
会
と
サ
ラ
ー
ム
の
二
団
体

が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
ご
多

忙
の
中
出
展
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
広
島
学
院

出
身
の
大
学
生
も
活
躍
し
て
く

れ
、
林
尚
志
神
父
の
講
演
が
印

象
的
だ
っ
た
こ
と
な
ど
語
っ
て

く
れ
た
。

　

そ
の
実
行
委
員
だ
っ
た
現
二

年
生
を
中
心
に
、
地
方
の
学
生

が
国
際
貢
献
・
交
流
に
取
り
組

み
や
す
い
環
境
を
築
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
ラ
ル
モ
ニ
ー
と

い
う
新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
早
速
、
ケ
ニ
ア
支
援
の

企
画
を
十
月
二
十
四
日
、
広
島

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
い

た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
で
は
司
祭

や
修
道
会
、
ま
た
数
多
の
先
人

た
ち
が
国
際
協
力
の
途
を
開
い

て
く
れ
て
お
り
、
力
強
い
サ

ポ
ー
ト
も
一
般
よ
り
は
得
や
す

い
と
思
う
。

　

広
島
教
区
の
大
学
生
や
青
年

も
、
既
に
あ
る
団
体
、
特
に
教

区
に
あ
る
団
体
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
く
れ
、
ま
た
自
ら
新
た

に
組
織
す
る
、
そ
ん
な
メ
ン

バ
ー
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、
協
働

で
き
る
事
を
願
う
。

（
下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

大
城
研
司
）

＊
信
仰
年
地
区
大
会
に
つ
い
て

　

信
仰
年
に
合
わ
せ
、
十
月

二
十
日
（
日
）
に
「
地
区
大
会

②
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
サ
ビ

エ
ル
記
念
聖
堂
と
山
口
天
使
幼

稚
園
を
会
場
に
開
催
。
東
北
支

援
も
含
む
食
料
品
や
物
品
販

売
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
ビ

エ
ル
写
真
展
、
歌
や
ダ
ン
ス
な

ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
楽
し

ん
だ
。

＊
地
区
少
年
の
集
い

「
日
韓
青
少
年
の
集
い
」

　

昨
年
末
の
「
釜
山
教
区
司
祭

叙
階
式
・
韓
国
を
知
る
旅
」
と

八
月
十
一
日
（
日
）
～
十
五
日

（
木
）
に
か
け
て
実
施
し
た

「
日
韓
青
少
年
の
文
化
体
験
」

参
加
者
の
感
想
文
を
ま
と
め
、

地
区
内
小
教
区
や
修
道
会
、
学

校
、
教
会
学
校
リ
ー
ダ
ー
、
参

加
者
へ
配
布
し
た
。

「
親
の
集
い
」

　

四
月
に
引
き
続
き
、
八
月

二
十
五
日
（
日
）
に
信
仰
年
第

二
回
目
の
「
親
の
集
い
」
を
開

催
し
た
。
今
回
は
、
講
師
に
六

甲
学
院
教
師
の
吉よ

し
む
ら
の
ぶ
お

村
信
夫
氏
を

招
き
、
「
家
庭
に
お
い
て
の
信

仰
継
承
」
に
つ
い
て
分
か
ち

合
っ
た
。

「
親
の
集
い
」
に
合
わ
せ
実
施

し
た
保
護
者
対
象
「
信
仰
教
育

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

ま
と
め
は
、
八
月
初
め
に
地
区

内
関
係
者
に
発
送
し
た
。

＊
信
者
養
成
研
修

「
祈
り
の
体
験
」

　

九
月
十
四
日
（
土
）
～
十
七

日
（
火
）
に｢
祈
り
の
体
験
集

中
講
座｣

を
実
施
。

「
奉
仕
者
養
成
コ
ー
ス
」

　

地
区
事
務
局
に
お
い
て
、
第

一
回
目
の
研
修
を
十
月
五
日

（
土
）
に
実
施
。
清
水
弘
神
父

担
当
。
全
十
五
回
。（

事
務
局
）

出雲教会での勉強会
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岡
山
・
鳥
取
地
区

広
島
地
区

広
島
教
区
の
施
設

⑲

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

附
属
小
学
校

　

九
月
二
十
二
日
（
日
）
午
後

五
時
か
ら
広
島
市
中
区
上
幟
町

公
園
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
炊
き

出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集

ま
っ
て
来
た
の
は
広
島
市
内
で

路
上
生
活
を
し
て
い
る
人
々
を

中
心
と
し
て
約
五
十
人
。　
　

　

炊
き
出
し
の
準
備
を
し
た
の

は
、
広
島
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
の
生
徒
・
教
員
・
保
護
者

の
み
な
さ
ん
。好
天
に
恵
ま
れ
、

ビ
ー
ル
も
提
供
さ
れ
、
参
加
者

も
準
備
し
た
人
も
い
っ
し
ょ

に
、
初
秋
の
夕
暮
れ
の
ひ
と
と

き
を
な
ご
や
か
に
過
ご
し
ま
し

た
。

　

こ
の
上
幟
町
公
園
で
の
活
動

は
、
広
島
市
の
許
可
の
も
と
、

月
に
一
度
の
リ
ズ
ム
で
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
八
月
の
平
和
行
事
を
合

同
で
行
っ
て
い
る
日
本
聖
公
会

の
メ
ン
バ
ー
と
、
平
和
行
事
以

外
に
も
協
働
で
き
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
話
し
合
い
、
カ

レ
ー
の
食
事
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

　

現
在
は
主
に
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
担
当
の
責
任
を
と
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
広
島
学
院
が
当
番

で
、
三
十
人
以
上
の
生
徒
が
喜

ん
で
奉
仕
し
、
野
宿
労
働
者
の

「
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
」
た

ち
と
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
交
流
の

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本

聖
公
会
広
島
復
活
教
会
で
す
。

小
林
牧
師
自
ら
が
つ
く
ら
れ
る

「
特
製
カ
ツ
レ
ツ
」
は
大
好
評

で
す
。

　

三
番
目
の
グ
ル
ー
プ
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
幟
町
教
会
の
有
志
で

す
。　
　
　
　
　
（
肥
塚
神
父
）

　

昭
和
四
十
二
年
に
岡
山
で
初
め
て

の
私
立
学
校
と
し
て
開
校
さ
れ
た
本

校
は
、
現
在
で
も
県
内
唯
一
の
カ
ト

リ
ッ
ク
の
小
学
校
で
あ
り
、
広
島
・

倉
敷
の
姉
妹
校
と
と
も
に
、
創
立
者

聖
ジ
ュ
リ
ー
・
ビ
リ
ア
ー
ト
の
精
神

を
受
け
継
い
だ
心
の
教
育
を
大
切
に

す
る
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
的
な
修
道
会
が
学
園

を
設
立
し
た
経
緯
も
あ
り
、
当
初
よ

り
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
週
二
～
三
時

間
の
英
語
の
授
業
が
あ
り
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
外
国
人
教
師
と
英
語
の
専

科
教
員
が
指
導
し
て
い
ま
す
。
英
語

で
算
数
や
理
科
の
授
業
を
行
う
国
際

コ
ー
ス
も
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
開
設

し
、
帰
国
子
女
の
児
童
や
外
国
人
の

子
弟
の
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の
存
在
意
義
を

失
わ
な
い
よ
う
、
毎
年
夏
に
は
、
全

職
員
で
「
教
育
理
念
研
修
」
を
行

い
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
、
変

え
る
べ
き
も
の
を
確
認
し
合
っ
て
い

ま
す
。
本
校
の
強
み
や
弱
点
補
強
策

な
ど
も
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
「
つ
な
が

り
を
大
切
に
す
る
清
心
小
学
校
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
、
こ
の
研
修
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

現
在
「
宗
教
道
徳
」
の
授
業

は
、
修
道
者
と
担
任
教
師
が
年
間

指
導
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
、
半

分
ず
つ
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
宗

教
教
育
が
よ
り
生
き
て
働
く
た
め

に
は
、
児
童
に
影
響
力
の
あ
る
担

任
教
師
が
宗
教
教
育
に
も
関
わ
っ

て
い
け
る
よ
う
道
徳
授
業
の
改
善

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
朝
会

で
「
今
月
の
聖
句
」
を
順
番
に
児

童
に
紹
介
し
た
り
、
朝
の
職
員
室

で
の
祈
り
の
先
唱
を
輪
番
制
に
し

た
り
と
少
し
ず
つ
信
者
で
な
い
先

生
方
に
も
、
宗
教
教
育
に
関
わ
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

宗
教
的
な
感
性
を
持
ち
、
日
本

人
ら
し
い
心
遣
い
の
で
き
る
国
際

人
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
「
心
を

清
く
し
愛
の
人
で
あ
れ
」
と
い
う

創
立
者
の
願
い
で
も
あ
り
、
神
の

望
ま
れ
る
生
き
方
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
（
校
長　

服
部
和
也
）

　

平
和
推
進
チ
ー
ム
は
六
月

二
十
九
日
の
岡
山
空
襲
の
日
に

「
レ
ク
イ
エ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
、

平
和
へ
の
祈
り
」
を
、
七
月
六

日
に
は
「
信
仰
年
を
考
え
る
、

憲
法
が
変
わ
っ
た
ら
」
の
講
演

会
を
開
催
し
、
八
月
五
日
と
六

日
に
は
広
島
巡
礼
を
行
い
ま
し

た
。
十
二
月
か
ら
教
会
担
当
冬

季
炊
き
出
し
が
始
ま
り
ま
す
。

　

養
成
、
き
ょ
う
ど
う
推
進

チ
ー
ム
は
、
教
会
学
校
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
を
八
月
二
十
四

日
に
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、

玉
野
教
会
の
松
浦
真
弓
さ
ん
で

「
玉
野
教
会
の
数
年
間
の
取
り

組
み
、
現
状
、
課
題
」
に
つ
い

て
で
し
た
。
次
回
は
十
一
月
九

日
に
シ
ス
タ
ー
石
澤
潔
子
が
講

師
と
な
り
ま
す
。
第
三
回
目
は

来
年
の
一
月
二
十
五
日
の
予
定

で
す
。
「
初
聖
体
の
教
材
作

り
」
も
実
行
委
員
会
を
選
出
し

ま
し
た
。

　

十
月
十
三
日
に
は
第
二
回
地

区
宣
教
司
牧
評
議
会
を
玉
野

教
会
で
行
い
ま
し
た
。
十
月

二
十
三
日
、
第
三
十
三
回
世
界

連
邦
岡
山
県
宗
教
者
大
会
が
岡

山
教
会
聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
記
念

聖
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
準

備
会
を
重
ね
、
大
会
テ
ー
マ
は

「
社
会
に
、
ぬ
く
も
り
と
正
義

を
」
と
し
て
、
平
和
祈
願
と
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

演
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
の
シ
ス
タ
ー
渡
辺
和
子
理

事
長
で
、
演
題
は
、
「
咲
く
と

い
う
こ
と
」
で
し
た
。

（
岡
山
教
会　

北
川
弘
子
）

国際コース・英語で算数の授業

上幟町公園での炊き出しの様子
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長
い
あ
い
だ
大
学
で
働
い

て
い
た
私
は
、
二
年
半
前
に

下
関
の
教
会
に
送
ら
れ
て
、

初
め
て
幼
稚
園
の
責
任
を
も

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幼

い
子
ど
も
た
ち
に
、
ど
の
よ

う
に
聖
書
の
話
を
し
た
ら
よ

い
か
悩
ん
で
い
た
と
き
、
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
が
喜
ば
れ
る

こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
皆
さ

ま
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
エ

プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
次
々

に
登
場
人
物
を
取
り
出
し
て
、

エ
プ
ロ
ン
の
上
の
マ
ジ
ッ
ク
に

と
め
て
演
じ
る
の
で
す
。
教
会

の
ご
婦
人
方
の
グ
ル
ー
プ
が
私

の
注
文
に
応
じ
て
、
上
手
に
人

形
を
縫
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
私
の
好
き
な
テ
ー
マ
は
、

「
不
思
議
な
す
な
ど
り
」
の
話

で
す
。

　

あ
る
日
ペ
ト
ロ
が
、
「
私
は

漁
に
行
く
」
と
言
い
ま
す
。
仲

間
た
ち
が
「
私
た
ち
も
一
緒
に

行
く
」
と
言
っ
て
、
舟
に
乗
っ

て
出
か
け
ま
す
。
網
を
何
度
も

打
ち
ま
す
が
、
何
も
取
れ
ま
せ

ん
。
日
が
昇
る
頃
、
「
も
う
、

あ
き
ら
め
て
帰
ろ
う
か
」
と
言

い
あ
っ
て
い
た
と
き
、
岸
辺

に
復
活
の
主
が
立
っ
て
い
ま

す
。
「
お
ー
い
、
魚
が
捕
れ
た

か
」
。
彼
ら
は
そ
れ
が
イ
エ

ス
と
は
知
ら
ず
答
え
ま
す
。

「
捕
れ
な
い
よ
、
今
日
は
だ
め

だ
」
。
す
る
と
主
は
言
い
ま

す
。
「
舟
の
右
側
に
網
を
打
ち

な
さ
い
、
き
っ
と
捕
れ
る
か

ら
」
。
「
ほ
ん
と
か
な
ぁ
」
と

つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
そ
の
と
お

り
に
す
る
と
、
魚
が
た
く
さ
ん

捕
れ
て
、
網
を
引
き
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

私
が
色
と
り
ど
り
の
大
き
な

魚
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
取
り
だ
し
て
見
せ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
が
笑
い
ま
す
。
主

イ
エ
ス
が
一
緒
に
い
て
、
一
言

お
っ
し
ゃ
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の

実
り
が
あ
る
、
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

　

ど
の
よ
う
に
外
な
る
体
が
衰

え
、
疲
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
い
の
ち
の
主
と
の
出
会
い

か
ら
、
ま
た
新
た
な
力
を
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

下
関
ブ
ロ
ッ
ク
・
イ
エ
ズ
ス
会

　
　

百
瀬 
文
晃 

神
父

「
舟
の
右
側
に
網
を
打
ち
な
さ
い
」

〈78〉

　

今
年
の
夏
、
教
区
の
練
成
会

の
準
備
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
主
に
感
謝
し
ま

す
。
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
、
ま
た
神
父
様
や
シ
ス

タ
ー
方
、
保
護
者
、
信
徒
の
皆

様
を
は
じ
め
と
し
て
、
協
力
、

応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
感
謝
し
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の

練
成
会
の
集
ま
り
に
将
来
の
教

会
が
あ
る
の
で
は
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
広
島
の
祇
園
教
会
を

お
借
り
し
て
の
練
成
会
で
し
た

が
、
カ
テ
ド
ラ
ル
で
の
平
和
祈

願
ミ
サ
へ
の
参
加
な
ど
も
あ

り
、
平
和
の
使
徒
と
い
う
広
島

教
区
の
召
し
出
し
を
歩
む
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
一
助
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

年
に
よ
り
開
催
地
、
参
加
人

数
な
ど
は
異
な
り
ま
す
。
様
々

な
小
教
区
か
ら
の
参
加
者
が
集

う
練
成
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が

広
島
教
区
と
い
う
教
会
の
交
わ

り
、
ま
た
神
様
と
の
交
わ
り
を

育
む
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
運

営
を
し
な
が
ら
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
住
み
慣
れ
た
土
地
か

ら
引
越
し
、
教
会
も
変
わ
り
ま

し
た
。
通
い
慣
れ
た
教
会
と
は

違
い
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
新
し
い
教
会
で
も
私
に
出

来
る
こ
と
を
見
つ
け
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
よ
）

第３回万葉杯

ソフトボール大会
のお知らせ

11 月 4 日 ( 月・祝 )10 時開会
場所：芦田川河川敷、神島橋の下
お問合せ：福山教会
                      　 TEL 084-923-0614
                       　FAX 084-923-0615

青
少
年
の
活
動

＊プログラム
　長束黙想の家、 十字架の道行
　講話、 プール、 派遣ミサ など

＊参加者 40名

祇園教会での夕の祈りの様子


